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リバーサイド市訪問記（2017 年 10 月 7 ⽇〜10 月 15 ⽇） 

 

佐藤智子 

 オレンジクラブに入会してまだ 2 年目の新⽶会員として、今回初めて仙台市

の姉妹都市であるカルフォルニア州リバーサイド市（Riverside, California）を

訪問した。今年が姉妹都市提携締結 60 周年ということで、仙台市⻑の親書を携

えての訪問であった。この記念すべき訪問が両市の関係と理解をさらに深める

にあたり、関係者の皆様のご努⼒が並⼤抵のものでないことを実感した。一人ひ

とりお名前を挙げることができないが、最初に感謝の意を表したい。 

 60 年の⻑きにわたる交流実績があり、すでに多くの仙台市⺠がリバーサイド

市を訪れた感想を記しているので、今さら何が言えるのかと躊躇する部分もあ

るが、1 週間折に触れて多くのリバーサイド市⺠と会話をし、⾏動を共にしたの

で、その中から私の興味を引いたことを記すことにする。加えて姉妹都市交流の

みならず少し範囲を広げて、アメリカの社会や歴史にも触れることにする。 

 リバーサイド市に到着しホストファミリー宅に⾞で送ってもらった第1日目、

最初に私の目に飛び込んできたのは半旗であった。アメリカでは私邸も含めて

至る所に星条旗が掲げられているが、今回その多くは半旗であった。もちろん、

カリフォルニア州の隣州であるネバダ州ラスベガス市（Las Vegas, Nevada）

で、10 月 1 日に起こった銃乱射事件の犠牲者を悼む半旗であった。ラスベガス

市のホテルの 32 階から観客 2 万人を超す野外コンサート会場に向けて容疑者

は無差別に銃を乱射し、59 人が死亡、500 人以上が負傷した（「朝日新聞」2017

年 10 月 4 日）。驚くべきことに、容疑者はホテルの部屋に 23 丁もの銃を持ち

込んでいた。後日、「少なくとも銃規制の話し合いが始まりましたか︖」という

私の問いに、ある人は「銃規制に反対する全⽶ライフル協会（NRA: The National 

Rifle Association）が強い影響⼒をもったロビー活動を展開しているので、包括

的な銃規制は困難であろう」、と答えた。日本人が巻き込まれた銃殺事件として

は、ルイジアナ州バトンルージュ市（Baton Rouge, Louisiana）に留学してい
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た高校 2 年⽣の服部剛丈さん（当時 16 歳）が、1992 年 10 月 17 日（現地時

間）ハロウィーンパーティーで家を間違え住人に銃で撃たれて死亡した事件が

ある。⼤きな衝撃的を受けた悲劇として今でも⽣々しく私の記憶に残っている。

あれから 25 年が経過したが、今でも⽶国内には 3 億丁の銃が流通し、今回アメ

リカ史上最悪の事件が起こったこの絶望的状態に私の意識は凍り付いてしまっ

た。 

 銃乱射による惨劇は人災であるが、リバーサイド市滞在中カリフォルニア州

北部の原野⽕災をテレビや新聞で⾒ることになった（日本からのメールは全て

私の安否を問うものであった。リバーサイド市はカリフォルニア州の南部に位

置するので、幸い直接的な被害に直面することはなかった）。10 月 8 日夜に同

州北部のソノマ郡やナパ郡など発⽣した⽕災は、19 日（現地時間）までに 42 人

が死亡し、15,000 人以上が避難⽣活を余儀なくされている（「朝日新聞」2017

年 10 月 21 日）。山⽕事が起こった地域はアメリカでも有数のワイン産地であ

る。日本人のアメリカ移住の歴史を少しでもかじった人ならば必ず知っている、

「ワイン王」と称された⻑沢⿍（1852－1934）のブドウ畑や醸造所さらに記念

施設も消失してしまったというニュースに接し、喪失感を⼤きくした。今回ロサ

ンジェルス市の全⽶日系人博物館を⾒るにつけても、アメリカに移住した一世

の人々の艱難はいかばかりであったろうかと想像を巡らした。 

 リバーサイド市は 10 月 9 日砂嵐に⾒舞われた。風は⽴っていられない、目を

開けていられないほど強いものであった。窓を閉めていても室内のテーブルに

砂塵がうっすらと積もっていた。ジョン・スタインベック（John Steinbeck）

の⼩説『怒りの葡萄』（The Grapes of Wrath）には、アメリカ中部のオクラホ

マ州から「乳と蜜の流れる」約束の地であるカリフォルニア州に向かう貧農のジ

ョード一家が登場する。彼らは開墾によって発⽣した砂嵐（ダストボウル）のた

め、⼟地が耕作不可能となり流⺠となる。その砂嵐を思わせるような自然の猛威

を実際に体験できたことは、⼩説の理解を深めるにあたり⼤いに役⽴った。 

 移⺠の歴史と言えば、ホストマザー（Shannon）が市内を案内してくれた時、
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ここが中国人の埋葬地であると教えてくれた。19 世紀アメリカは産業革命が発

達し、鉄道や運河などの建設に乗り出した。その労働者として働いたのが⻄部で

は中国人であった。その労働は過酷なもので多くの人が命を落とした。遺体はき

ちんと埋葬されることがなかったが、後世リバーサイド市に住む中国人が市か

ら⼟地を購入し、手厚く先祖を葬ったということである。リバーサイド市を訪問

する直前、私は東部のマサチューセッツ州ボストン市（Boston, Massachusetts）

で 2 週間（9 月 8 日〜22 日）ホームステイをした。私がお世話になった家庭は、

アイルランド系アメリカ人であった。ご夫妻はアイルランドの歴史、特に先祖の

アメリカへの移住を丁寧に説明してくれた。1845 年から 5 年間続いた菌によ

るジャガイモの不作により、アイルランドは⼤飢饉に⾒舞われた。ジャガイモを

主食としていたアイルランド人の 100 万人以上が死亡し、250 万人を超える

人々がアメリカに移住した。ボストンにも多くのアイルランド人が逃れてきた。

手に職のない彼らが従事したのは、東部における鉄道建設などの重労働であっ

た。敷設された線路の脇を掘り返せばアイルランド人の屍が累々と発⾒される

と言われるくらい、過酷な仕事であった。この話を聞いていたので、アメリカの

⼤陸を横断する鉄道にかかわる歴史が、ホストマザーの話でぴったりと連結し

た。 

 次に、コミュニティと⼤学との関係を取り上げたい。私のホストファミリーが

⽔漏れ事故のため訪問直前に変更になった。急なお願いにもかかわらず、幸い私

を引き受けてくださる新しいホストファミリー（Father John と Shannon）が

⾒つかった。しかし、すでに週末の予定が入っていたので、私は部屋を提供して

いただくだけで、多くは偶然隣家であった鈴⽊健治さんのホストファミリー

（Bob と Charlotte）と⾏動をともにすることになった。10 月 9 日、Charlotte

さんが会⻑を務める The Citizens University Committee の今年度最初の会合

に参加させていただいた。 
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（会⻑として挨拶をする Charlotte さん） 

 

今年で 70 周年を迎える由緒あるこの会は、カリフォルニア州⽴⼤学のキャン

パスをリバーサイド市に誘致しようという市のリーダー達によって 1948 年に

設⽴された。それ以来、⼤学とコミュニテイが一体となって市の発展に努めてき

た。その一環として、通常は毎月1回UCR（University of California at Riverside）

を会場にして朝食会（breakfast meeting）を開催し、⼤学教員や各界の著名人

による講和に耳を傾ける。今回は初回ということでやや変則的に夕方開催とな

ったが、席上 3 名が表彰された。最初は Dr. Lulamae Clemons であった（今年

の 12 月で 100 歳を迎えるということであったが、少しも年を感じさせなかっ

た）。彼⼥はアフリカ系アメリカ人で、UCR において公⺠権運動が盛んだった

1960 年代学区の統合のために⼤きな働きをした。それ以降一貫して彼⼥は、教

育、公⺠権、社会正義のために尽⼒してきた。⼥性の⽣き方のロールモデル（role 

model）となる学者を知ることができたことは、この上ない喜びであった。 



5 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Dr. Lulamae Clemons と鈴⽊さんと一緒に記念写真を撮る） 

 

2 番目は Senator Richard Roth で、UCR に医学部を開設する、そしてリバー

サイド市に CARB（California Air Resources Board）を誘致するにあたり先

導的な役割を果たした。この誘致により市では、400 人以上の専門職の雇用が

確保された。最後は医学部に学ぶ Daniella Hamilton で、医師を目指しさらな 

る勉強を続ける彼⼥に奨学⾦が与えられた。 

次に、リバーサイド市の市政運営の一端を垣間⾒た瞬間について記す。10 月

10 日、Long Night of Arts & Innovation Reception が市役所の屋上パビリオ

ンで催された。このレセプションはイベントに従事した関係者の前祝い（本番は

10 月 12 日）の性格を持っていたが、私にとってはその会場が⼤変興味深いも

のであった。なぜならば、カリフォルニア州という⻄部で、深南部（The Deep 

South）のアラバマ州モンゴメリー市（Montgomery, Alabama）で活躍したロ

ーザ・パークス（Rosa Parks）の言葉が刻まれた⽯碑を目にしたからである。

人種分離法（Jim Crow Laws）が施⾏されていたモンゴメリー市で、1955 年

12 月 1 日、後からバスに乗ってきた白人に座席を譲らなかったためにパークス
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は逮捕された。これが引⾦になり同市では⿊人によるバスボイコット運動が 1

年以上（382 日）続いた。この運動を指揮したのがキング牧師（Martin Luther 

King, Jr.）であり、1963 年のワシントン D.C.でのデモ⾏進、そして“I Have a 

Dream”の演説でハイライトを迎え、1964 年 7 月公⺠権法がアメリカ議会で成

⽴した。しかし、それから半世紀以上経った現在においても、“Black Lives 

Matter”（「⿊人の命も⼤切である」）運動が全⽶で展開されている。この屋上に

はパークスの言葉の他にキング牧師、リンカーン（Abraham Lincoln）、ガンジ

ー（Mahatma Gandhi）、ケネディー（John F. Kennedy）などの言葉が刻まれ

た⽯碑が複数ある。これらを精読しながら、歴史の中に真実を⾒出し、先達の声

に耳を傾けながら、knowledge、truth、freedom、courage、strength、respect、

hope、diversity などを全市⺠が享受できる社会を作っていこう、というリバー

サイド市の努⼒目標が掲げられていると、私は理解した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ローザ・パークスの言葉が刻まれた⽯碑） 

 

最後に、今回の訪問で私が⾏った最⼤の「冒険」に触れたい。Bob さん、鈴⽊
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さん、Milly さん（Bob さんの友人、UCR の社会学者、現在は管理職なので教鞭

を取っていないということである）、そして私の 4 人で、自転⾞を電⾞に載せて

ロサンジェルス市に⾏き、市内を自転⾞で疾⾛（︖）した。ママチャリと異なり

ハンドルは一直線、サドルを一番低くしてもほとんど地面に足が届かない、ヘル

メットは私の頭の横幅が広すぎて（残念ながら脳みそはそれに反⽐例して⼩さ

い）合うものがなく無帽という状態で、市内の坂を上り、そして下りは猛スピー

ドで快⾛した。その日は歩⾏者天国ならぬ自転⾞天国になっており、市⺠が思い

思いの趣向を凝らした自転⾞に乗り、週末を楽しんでいた。途中チャイナタウン

で中国料理に舌鼓を打ち、消防署を改装したバーで地ビール（orange wheat 

beer）を堪能し、私も一⽣に一度の「冒険」を思う存分楽しんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自転⾞を積載させることができるという電⾞のサイン） 

  

Milly さんにはリバーサイド市とロサンジェルス市往復の電⾞の中で、UCR の

ことについていろいろ教えてもらった。日本では⼤学⽣の奨学⾦（返済しなけれ

ばならないので実質的にはローンである）のことが話題になっているが、UCR

でも学⽣が full scholarship（全学給付奨学⾦、返済不要）を獲得するのは非常
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に狭き門で、学⽣は一⽣懸命勉強して良い成績を収めなければならないという

ことである。このように多くの人々と出会い、いろいろなお話ができたことがリ

バーサイド市訪問の最⼤の収穫であった。さらに、お店でリバーサイド市と仙台

市との姉妹都市のバッジを⾒せると、1 割値引きしてくれるところもあり、仙台

市についてのリバーサイド市⺠の周知度が高いことも確認できた。60 年の実績

は揺るぎないものであり、今後のさらなる発展に何らかの貢献をしたいという

思いを強くした。 

今年は 3 月にハワイ州のヒロ市（Hilo, Hawaii）、9 月にボストン市、そして

10 月にリバーサイド市を訪れたが、滞在中 The New York Times や The 

Washington Post に日本のことが記事として掲載されることはなかった。まし

てや地方紙に日本のことが載ることは皆無であった。こういう状況であるから

こそ、姉妹都市交流を通して、日本のことをそして仙台市のことをアメリカの市

井の人々に伝える必要性は⼤であると思う。SNS の役割はもちろん重要である

が、直接会って交流することに勝るものはない。今回の訪問を通して、姉妹都市

交流の意義はますます高まるであろうと認識した。 

（ジェットラグが解消した帰国 1 週間後の 10 月 22 日に記す） 

 

 


